
(57)【要約】

【課題】産業用ボイラ等において、石炭代替燃料廉価燃

料であるバイオマスをスラッギングの発生がなく効率よ

く燃焼させることができる燃焼装置及び方法を提供する

。

【解決手段】バイオマス１１を炉本体１２内に供給して

燃焼させる燃焼装置であって、バイオマス１１とフライ

アッシュ２１とを炉内に供給するバーナ２２を具備する

ものであり、フライアッシュを供給することで、バイオ

マスの低融点灰の比率を低下させ、平均的な灰性状を改

善し、高融点灰とすることで、低融点粒子によるスラッ

ギングを防止する。またフライアッシュや砂を炉壁近傍

に吹き込むことにより、壁付近を高融点灰雰囲気とし、

摩擦効果や衝突効果等により、付着した低融点灰を脱落

させることもできる。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
バ イ オ マ ス を 炉 本 体 内 に 供 給 し て 燃 焼 さ せ る 燃 焼 装 置 で あ っ て 、
バ イ オ マ ス と フ ラ イ ア ッ シ ュ と を 炉 内 に 供 給 す る バ ー ナ を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 燃 焼
装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
バ イ オ マ ス を 炉 本 体 内 に 供 給 し て 燃 焼 さ せ る 燃 焼 装 置 で あ っ て 、
バ イ オ マ ス を 炉 内 に 供 給 す る バ ー ナ と 、 フ ラ イ ア ッ シ ュ を 炉 内 に 供 給 す る 噴 出 部 と を 具 備
す る こ と を 特 徴 と す る 燃 焼 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ に お い て 、
前 記 バ ー ナ 及 び 噴 出 部 の 吹 き 込 み を 旋 回 さ せ つ つ 行 い 、
バ ー ナ の 仮 想 円 径 比 が 、 噴 出 部 の 仮 想 円 径 比 よ り も 小 さ い こ と を 特 徴 と す る 燃 焼 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
バ イ オ マ ス を 炉 本 体 内 に 供 給 し て 燃 焼 さ せ る 燃 焼 装 置 で あ っ て 、
バ イ オ マ ス を 中 心 に し 、 そ の 周 囲 を フ ラ イ ア ッ シ ュ で 包 む よ う に 炉 内 に 供 給 す る バ ー ナ を
具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 燃 焼 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
バ イ オ マ ス を 炉 本 体 内 に 供 給 し て 燃 焼 さ せ る 燃 焼 方 法 で あ っ て 、
バ イ オ マ ス と フ ラ イ ア ッ シ ュ と を 炉 内 に 供 給 し つ つ 燃 焼 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 燃 焼 方 法
。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 ５ に お い て 、
前 記 バ イ オ マ ス と フ ラ イ ア ッ シ ュ と を 旋 回 さ せ つ つ 炉 内 に 供 給 す る と 共 に 、
バ イ オ マ ス の 噴 出 し 仮 想 円 径 比 が 、 フ ラ イ ア ッ シ ュ の 噴 出 し 仮 想 円 径 比 よ り も 小 さ い こ と
を 特 徴 と す る 燃 焼 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 ６ に お い て 、
バ イ オ マ ス を 中 心 に し 、 そ の 周 囲 を フ ラ イ ア ッ シ ュ で 包 む よ う に 炉 内 に 供 給 し つ つ 燃 料 さ
せ る こ と を 特 徴 と す る 燃 焼 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 産 業 用 ボ イ ラ 等 に お い て 、 石 炭 代 替 燃 料 廉 価 燃 料 で あ る バ イ オ マ ス を ス ラ ッ ギ
ン グ の 発 生 が な く 効 率 よ く 燃 焼 さ せ る こ と が で き る 燃 焼 装 置 及 び 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
石 炭 と バ イ オ マ ス の 混 焼 は 、 産 業 用 ボ イ ラ 、 事 業 用 ボ イ ラ 更 に は 各 種 タ ー ビ ン に お い て 、
廉 価 燃 料 使 用 に よ る 燃 料 費 削 減 、 更 に は 化 石 燃 料 起 源 の Ｃ Ｏ ２ 発 生 量 の 抑 制 、 ひ い て は Ｃ
Ｏ ２ 排 出 権 取 引 に 活 用 可 能 で あ る た め に 、 近 年 そ の 利 用 促 進 が 叫 ば れ て お り 、 米 国 で は 再
生 可 能 利 用 政 策 に 加 え て 規 制 緩 和 を 実 施 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ５ に 石 炭 を 微 粉 に し て 燃 焼 さ せ る 石 炭 燃 焼 設 備 の 一 例 を 示 す 。
図 ５ に 示 す よ う に 、 ボ イ ラ の 炉 本 体 ２ ０ １ に は 微 粉 炭 ノ ズ ル 及 び 空 気 ノ ズ ル と 共 働 す る バ
ー ナ ２ ０ ２ が 配 設 さ れ て お り 、 炉 内 ２ ０ ３ に は 加 熱 器 、 蒸 発 器 、 節 炭 器 等 に 当 た る 伝 熱 管
群 ２ ０ ４ が 設 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 炉 内 ２ ０ ３ で の 微 粉 炭 の 燃 焼 に よ り 発 生 す る 燃 焼 排
ガ ス ２ ０ ５ は 該 伝 熱 管 群 ２ ０ ４ を 加 熱 し て 煙 道 ２ ０ ６ へ と 送 ら れ る 。 前 記 煙 道 ２ ０ ６ の 途
中 に は 空 気 加 熱 器 （ Ａ Ｈ ） ２ ０ ７ が 配 置 さ れ 、 煙 道 ２ ０ ６ 内 の 燃 焼 排 ガ ス ２ ０ ５ は 誘 引 通
風 機 （ Ｉ Ｄ Ｆ ） ２ ０ ８ で 引 か れ て 空 気 加 熱 器 （ Ａ Ｈ ） ２ ０ ７ 、 灰 捕 集 装 置 ２ ０ ９ を 経 て 煙
突 ２ １ ０ か ら 大 気 に 放 出 さ れ る 。

10

20

30

40

50

(2) JP 2004-354031 A 2004.12.16



【 ０ ０ ０ ４ 】
そ し て 、 石 炭 を 燃 焼 さ せ る に は 、 図 示 省 略 の 外 部 設 備 か ら 石 炭 供 給 ラ イ ン ２ １ １ で 供 給 さ
れ る 石 炭 ２ １ ２ を 石 炭 バ ン カ ２ １ ３ か ら 石 炭 粉 砕 機 ２ １ ４ へ 供 給 し 、 こ の 石 炭 粉 砕 機 ２ １
４ に て 石 炭 を 微 粉 炭 に 粉 砕 し 、 空 気 加 熱 器 ２ ０ ７ で 加 熱 さ れ た 熱 空 気 ２ １ ５ に よ り 乾 燥 さ
れ て い る 。 そ の 後 、 粉 砕 さ れ た 微 粉 炭 は 該 熱 空 気 ２ １ ５ に よ っ て 石 炭 粉 砕 機 ２ １ ４ か ら 搬
送 さ れ 、 該 微 粉 炭 混 合 気 ２ １ ６ と し て 微 粉 炭 供 給 ラ イ ン ２ １ ７ か ら 前 記 バ ー ナ ２ ０ ２ 内 の
微 粉 炭 ノ ズ ル へ 供 給 さ れ 、 炉 内 ２ ０ ３ で 燃 焼 さ れ る （ 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
な お 、 ２ １ ８ は 炉 底 用 の 再 循 環 ガ ス ラ イ ン で 、 煙 道 ２ ０ ６ か ら 分 岐 し 、 燃 焼 排 ガ ス ２ ０ ５
の 一 部 を 炉 底 用 再 循 環 ガ ス （ Ｇ Ｒ ） ２ １ ９ と し て 炉 底 用 再 循 環 ガ ス 送 風 機 （ Ｇ Ｒ Ｆ ） ２ ２
０ で 送 り 、 ボ イ ラ 本 体 ２ ０ １ の 底 部 に 供 給 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 ２ ２ １ は 燃 焼 用 空 気 で 、 押 込 み 通 風 機 （ Ｆ Ｄ Ｆ ） ２ ２ ２ に よ り 引 か れ て 、 燃 焼 用 空
気 ラ イ ン ２ ２ ３ か ら 主 バ ー ナ 空 気 ラ イ ン ２ ２ ４ を 経 由 し 、 前 記 空 気 加 熱 器 （ Ａ Ｈ ） ２ ０ ７
で 加 熱 さ れ て 主 バ ー ナ 燃 焼 用 空 気 と し て 前 記 バ ー ナ ２ ０ ２ 内 の 空 気 ノ ズ ル か ら 炉 内 ２ ０ ３
内 へ 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 燃 焼 用 空 気 ラ イ ン ２ ２ ３ か ら 分 岐 し て 送 風 機 ２ ２ ５ に よ り 石 炭 粉 砕 用 熱 空 気 ラ イ ン
２ ２ ６ へ 送 ら れ 、 途 中 前 記 空 気 加 熱 器 （ Ａ Ｈ ） ２ ０ ７ で 加 熱 さ れ て 石 炭 粉 砕 用 熱 空 気 ２ １
５ と し て 温 調 用 冷 空 気 ２ ２ ６ と 混 合 さ れ 、 石 炭 粉 砕 機 ２ １ ４ へ 供 給 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ８ １ ２ ９ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
し か し な が ら 、 バ イ オ マ ス の 種 類 は 多 岐 に 亙 り 、 灰 の 軟 化 点 が ６ ０ ０ ～ １ １ ０ ０ ℃ と 石 炭
よ り 低 め で あ り 、 特 に 草 系 の バ イ オ マ ス は 低 融 点 側 で 軟 化 し て し ま う も の も あ る の で 、 上
述 し た 石 炭 燃 焼 設 備 を 用 い 、 単 に 石 炭 に 代 え て 、 ま た は 石 炭 と 混 合 し て 燃 焼 さ せ よ う と す
る と 、 ス ラ ッ ギ ン グ が 発 生 す る と い う 問 題 が あ る 。
こ の た め 、 バ イ オ マ ス の 炉 内 で ス ラ ッ ギ ン グ を 防 止 す る 技 術 の 出 現 が 切 望 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 は 、 前 記 問 題 に 鑑 み 、 バ イ オ マ ス を 燃 焼 設 備 に て ス ラ ッ ギ ン グ の 発 生 が な く 効 率 よ
く 燃 焼 さ せ る こ と が で き る 燃 焼 装 置 及 び 方 法 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 述 し た 課 題 を 解 決 す る 第 １ の 発 明 は 、 バ イ オ マ ス を 炉 本 体 内 に 供 給 し て 燃 焼 さ せ る 燃 焼
装 置 で あ っ て 、 バ イ オ マ ス と フ ラ イ ア ッ シ ュ と を 炉 内 に 供 給 す る バ ー ナ を 具 備 す る こ と を
特 徴 と す る 燃 焼 装 置 に あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
第 ２ の 発 明 は 、 バ イ オ マ ス を 炉 本 体 内 に 供 給 し て 燃 焼 さ せ る 燃 焼 装 置 で あ っ て 、 バ イ オ マ
ス を 炉 内 に 供 給 す る バ ー ナ と 、 フ ラ イ ア ッ シ ュ を 炉 内 に 供 給 す る 噴 出 部 と を 具 備 す る こ と
を 特 徴 と す る 燃 焼 装 置 に あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
第 ３ の 発 明 は 、 第 ２ の 発 明 に お い て 、 前 記 バ ー ナ 及 び 噴 出 部 の 吹 き 込 み を 旋 回 さ せ つ つ 行
い 、 バ ー ナ の 仮 想 円 径 比 が 、 噴 出 部 の 仮 想 円 径 比 よ り も 小 さ い こ と を 特 徴 と す る 燃 焼 装 置
に あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
第 ４ の 発 明 は 、 バ イ オ マ ス を 炉 本 体 内 に 供 給 し て 燃 焼 さ せ る 燃 焼 装 置 で あ っ て 、 バ イ オ マ
ス を 中 心 に し 、 そ の 周 囲 を フ ラ イ ア ッ シ ュ で 包 む よ う に 炉 内 に 供 給 す る バ ー ナ を 具 備 す る
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こ と を 特 徴 と す る 燃 焼 装 置 に あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
第 ５ の 発 明 は 、 バ イ オ マ ス を 炉 本 体 内 に 供 給 し て 燃 焼 さ せ る 燃 焼 方 法 で あ っ て 、 バ イ オ マ
ス と フ ラ イ ア ッ シ ュ と を 炉 内 に 供 給 し つ つ 燃 焼 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 燃 焼 方 法 に あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
第 ６ の 発 明 は 、 第 ５ の 発 明 に お い て 、 前 記 バ イ オ マ ス と フ ラ イ ア ッ シ ュ と を 旋 回 さ せ つ つ
炉 内 に 供 給 す る と 共 に 、 バ イ オ マ ス の 噴 出 し 仮 想 円 径 比 が 、 フ ラ イ ア ッ シ ュ の 噴 出 し 仮 想
円 径 比 よ り も 小 さ い こ と を 特 徴 と す る 燃 焼 方 法 に あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
第 ７ の 発 明 は 、 第 ６ の 発 明 に お い て 、 バ イ オ マ ス を 中 心 に し 、 そ の 周 囲 を フ ラ イ ア ッ シ ュ
で 包 む よ う に 炉 内 に 供 給 し つ つ 燃 料 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 燃 焼 方 法 に あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 形 態 を 以 下 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら の 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な
い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
［ 第 １ の 実 施 の 形 態 ］
図 １ を 参 照 し て 本 実 施 の 形 態 に か か る 燃 焼 装 置 に つ い て 説 明 す る 。
図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に か か る 燃 焼 装 置 は 、 バ イ オ マ ス １ １ を 炉 本 体 １ ２ 内 に
供 給 し て 燃 焼 さ せ る 燃 焼 装 置 で あ っ て 、 バ イ オ マ ス １ １ と フ ラ イ ア ッ シ ュ ２ １ と を 炉 本 体
１ ２ 内 に 供 給 す る バ ー ナ ２ ２ を 具 備 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
本 発 明 に お い て 、 バ イ オ マ ス と は 生 物 資 源 の こ と を い う 。 バ イ オ マ ス と し て は 、 例 え ば 農
業 生 産 物 又 は 副 産 物 、 木 材 、 植 物 等 が 例 示 さ れ る 。 バ イ オ マ ス の 変 換 目 的 な ど に も よ る が
、 燃 料 ・ 原 料 の 供 給 面 と い う 観 点 か ら 、 大 量 入 手 が 容 易 な も の や 、 生 育 ・ 成 長 速 度 が 速 い
も の な ど 、 燃 料 ・ 原 料 と し て の 供 給 が 安 定 し て い る も の が 好 ま し い 。 草 本 類 ・ 木 本 類 の 植
物 性 バ イ オ マ ス の 一 例 を 示 す と 、 ト ウ モ ロ コ シ 類 、 イ ネ 類 、 ス イ ー ト ソ ル ガ ム な ど の サ ト
ウ キ ビ 類 、 ネ ピ ア グ ラ ス な ど の 牧 草 類 、 木 材 類 な ど が 例 示 さ れ る 。 ま た 、 本 発 明 に お い て
は バ イ オ マ ス の 代 替 原 料 と し て 使 用 可 能 な 有 機 性 廃 棄 物 等 を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 実 施 の 形 態 で は 、 バ イ オ マ ス １ １ と フ ラ イ ア ッ シ ュ ２ １ と は 混 合 手 段 ２ ３ を 用 い て バ ー
ナ ２ ２ に 供 給 す る 前 に 混 合 し て い る が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 別 々 に
供 給 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 フ ラ イ ア ッ シ ュ の 代 わ り に 砂 （ ケ イ 砂 等 ） を 用 い る よ う に し て も よ い 。
こ の よ う に 、 フ ラ イ ア ッ シ ュ を 供 給 す る こ と で 、 バ イ オ マ ス の 低 融 点 灰 の 比 率 を 低 下 さ せ
、 平 均 的 な 灰 性 状 を 改 善 し 、 高 融 点 灰 と す る こ と で 、 低 融 点 粒 子 に よ る ス ラ ッ ギ ン グ を 防
止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 フ ラ イ ア ッ シ ュ や 砂 を 炉 壁 近 傍 に 吹 き 込 む よ う に す る こ と に よ り 、 壁 付 近 を 高 融 点
灰 雰 囲 気 と し 、 摩 擦 効 果 や 衝 突 効 果 等 に よ り 、 付 着 し た 低 融 点 灰 を 脱 落 さ せ る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 フ ラ イ ア ッ シ ュ ２ １ は 、 図 ５ に 示 す よ う な 上 述 し た 石 炭 燃 焼 設 備 の 灰 捕 集 装 置 か ら
の 回 収 フ ラ イ ア ッ シ ュ を 用 い る よ う に す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ こ で 、 供 給 す る フ ラ イ ア ッ シ ュ の 量 は 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 全 燃 焼 量 の ２ ～
３ ０ 重 量 ％ 程 度 と す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 図 １ に 示 す よ う に 、 前 記 炉 底 部 に は 火 格 子 ５ １ を 設 け 、 落 下 す る バ イ オ マ ス １ １ を
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燃 焼 さ せ る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 火 格 子 ５ １ と バ ー ナ と の 間 に 、 炉 内 に 熱 空 気 ４ ２ を 供 給 す る 熱 空 気 供 給 口 ５ ２ を 設
け 、 沈 降 途 中 の バ イ オ マ ス を 燃 焼 さ せ る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
［ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ］
図 ２ は 本 実 施 の 形 態 に か か る バ ー ナ の 斜 視 図 で あ る 。
図 ２ に 示 す よ う に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 上 述 し た 第 １ の 実 施 の 形 態 の よ う な 混 合 手 段 ２ ３
を 設 け る こ と な く 、 バ イ オ マ ス を 供 給 す る バ イ オ マ ス 供 給 用 の 第 １ 噴 出 部 ３ １ と フ ラ イ ア
ッ シ ュ ２ １ を 供 給 す る 第 ２ 噴 出 部 ３ ２ と を 隣 接 さ せ た バ ー ナ ３ ３ を 用 い る よ う に し た も の
で あ る 。
こ の 一 体 型 の バ ー ナ ３ ３ を 用 い る こ と に よ り 炉 内 に バ イ オ マ ス と フ ラ イ ア ッ シ ュ 等 を 共 に
吹 き 込 む よ う に し て も よ い 。
ま た 、 フ ラ イ ア ッ シ ュ や 砂 を 炉 壁 近 傍 に 吹 き 込 む よ う に バ ー ナ の 吹 き 込 み 角 度 を 調 整 す る
こ と に よ り 、 壁 付 近 を 高 融 点 灰 雰 囲 気 と し 、 摩 擦 効 果 や 衝 突 効 果 等 に よ り 、 付 着 し た 低 融
点 灰 を 脱 落 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
［ 第 ３ の 実 施 の 形 態 ］
図 ３ は 本 実 施 の 形 態 に か か る 燃 焼 炉 の 断 面 模 式 図 で あ る 。
図 ３ （ ａ ） 、 （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 炉 本 体 １ ２ の コ ー ナ 部 に バ ー ナ ３
６ を 設 け て な り 、 バ イ オ マ ス と フ ラ イ ア ッ シ ュ の 吹 き 込 み 角 度 を 異 な る よ う に し て い る 。
す な わ ち 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 炉 本 体 １ ２ の コ ー ナ 部 に 設 け た バ ー ナ ３ ６ か ら は バ
イ オ マ ス の 吹 き 込 み を 小 さ い 円 を か く よ う に 旋 回 さ せ つ つ 行 う と 共 に 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す
よ う に 、 コ ー ナ 部 に 設 け た 噴 出 部 ３ ７ か ら は フ ラ イ ア ッ シ ュ ２ １ の 吹 き 込 み を 大 き い 円 を
か く よ う に 旋 回 さ せ つ つ 行 う よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
そ し て 、 図 ３ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 前 記 バ ー ナ ３ ６ か ら の バ イ オ マ ス 吹 き 込 み に よ る 仮 想
円 径 比 Ｋ １ が 、 フ ラ イ ア ッ シ ュ 噴 出 部 ３ ７ か ら の フ ラ イ ア ッ シ ュ の 吹 き 込 み に よ る 仮 想 円
径 比 Ｋ ２ よ り も 小 さ く な る よ う に し 、 炉 壁 方 向 へ 偏 芯 さ せ 、 バ イ オ マ ス 火 炎 ３ ８ を フ ラ イ
ア ッ シ ュ ２ １ で 包 み 込 む よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ の 結 果 、 壁 面 近 傍 を 高 融 点 粒 子 が 多 い 雰 囲 気 と す る こ と で 、 ス ラ ッ ギ ン グ を 回 避 さ せ る
よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
［ 第 ４ の 実 施 の 形 態 ］
図 ４ は 本 実 施 の 形 態 に か か る バ ー ナ の 概 略 式 図 で あ る 。
ま た 、 図 ４ （ ａ ） 、 （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 バ イ オ マ ス １ １ を 中 心 に し
、 そ の 周 囲 を フ ラ イ ア ッ シ ュ ２ １ で 包 む よ う に 炉 本 体 １ ２ 内 に 供 給 す る バ ー ナ ４ １ を 備 え
る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
前 記 バ ー ナ ４ １ は そ の 中 心 に バ イ オ マ ス １ １ を 炉 内 に 噴 出 す る バ イ オ マ ス 噴 出 部 ４ １ ａ と
、 そ の 外 側 に 設 け ら れ 、 フ ラ イ ア ッ シ ュ を 炉 内 に 噴 出 す る フ ラ イ ア ッ シ ュ 噴 出 部 ４ １ ｂ と
、 最 外 周 に 位 置 し 、 炉 内 に 熱 空 気 ４ ２ を 送 給 す る 熱 空 気 噴 出 部 ４ １ ｃ か ら 構 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
こ の 結 果 、 バ イ オ マ ス 火 炎 ３ ４ を フ ラ イ ア ッ シ ュ ２ １ で 包 み 込 む よ う に し 、 バ イ オ マ ス 火
炎 の 周 囲 を 高 融 点 粒 子 が 多 い 雰 囲 気 と す る こ と が で き る 。
ま た 、 バ イ オ マ ス 火 炎 の 周 囲 が フ ラ イ ア ッ シ ュ の 多 い 雰 囲 気 と な る の で 、 ス ラ ッ ギ ン グ を
回 避 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 バ イ オ マ ス を 炉 本 体 内 に 供 給 し て 燃 焼 さ せ る 燃 焼 装 置 で あ っ て 、 バ イ オ
マ ス と フ ラ イ ア ッ シ ュ と を 炉 内 に 供 給 す る バ ー ナ を 具 備 す る の で 、 前 記 フ ラ イ ア ッ シ ュ を
供 給 す る こ と で 、 バ イ オ マ ス の 低 融 点 灰 の 比 率 を 低 下 さ せ 、 平 均 的 な 灰 性 状 を 改 善 し 、 高
融 点 灰 と す る こ と で 、 低 融 点 粒 子 に よ る ス ラ ッ ギ ン グ を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ま た 、 フ ラ イ ア ッ シ ュ や 砂 を 炉 壁 近 傍 に 吹 き 込 む こ と に よ り 、 壁 付 近 を 高 融 点 灰 雰 囲 気 と
し 、 摩 擦 効 果 や 衝 突 効 果 等 に よ り 、 付 着 し た 低 融 点 灰 を 脱 落 さ せ る 、 と い う 効 果 を 奏 す る
。
こ の よ う に 、 バ イ オ マ ス に フ ラ イ ア ッ シ ュ を 供 給 す る こ と に よ る 灰 性 状 の 改 善 と は 別 に 、
両 者 の 吹 き 込 み 方 法 を 改 善 す る こ と で 、 炉 壁 に 低 融 点 粒 子 が 付 着 し な い よ う に す る こ と が
で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 実 施 の 形 態 に か か る 燃 焼 装 置 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 一 体 型 バ ー ナ の 実 施 の 形 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 フ ラ イ ア ッ シ ュ と バ イ オ マ ス と の 吹 き 込 み 状 態 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 一 体 型 バ ー ナ の 他 の 実 施 の 形 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 石 炭 燃 焼 装 置 の 概 略 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ １ 　 バ イ オ マ ス
１ ２ 　 炉 本 体
２ １ 　 フ ラ イ ア ッ シ ュ
２ ２ 　 バ ー ナ
２ ３ 　 混 合 手 段
３ ３ 　 バ ー ナ
３ ４ 　 火 炎
４ １ 　 バ ー ナ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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